
　町内に工場を構えるアイシン辰
しん

栄
えい

株式会社を運
営母体とする企業スポーツチーム「アイシンティ
ルマーレ（V2男子）」によるバレーボール教室が
開催され、町内３中学校のバレーボール部員約90
人が参加しました。生徒はVリーグ現役選手から
直接指導を受け、貴重な機会にとても喜んでいま
した。

　敬老の日のご長寿のお祝いとして、町内に住む
85歳以上の1,521人を対象に、長寿祝の記念品が
届けられました。また100歳以上の28人のうち、
三
み

浦
うら

きよ子
こ

さんには、町長より記念品が渡されま
した。三浦さんは「趣味である切り絵を楽しみ、
周りの人に支えられながら、これからも長生きし
ます」とお話されました。

　「幸田町におけるレベル３飛行に対応したド
ローン物流・自動運転車連携による農産物・買い
物支援輸送」の実証実験が筆柿の里・幸田を中心
に実施されました。
　これは、国土交通省の公募事業に名古屋鉄道株
式会社と県の提案が採択を受けたもので、産官学
が連携して筆柿や梨、日用品がドローンなどによ
り運ばれました。

９/9、16

９/19

９/22

左：104歳の三浦きよ子さん

筆柿畑から飛び立つドローン

中学生にバレーボールを教えるアイシンティルマーレの佐藤選手

て未来のVリーガー
Vリーグ現役選手によるバレー指導

育

長寿のお祝い

からお届けします

敬老祝事業

無人航空機等を活用したラストワンマイル
配送実証事業

ご

空
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　秋の交通安全町民運動期間に合わせて、町シルバー人材
センターの会員による交通安全の街頭啓発活動が実施され
ました。今年８月末までに、県内の交通事故で亡くなった
人の48.4%は高齢者です。啓発活動中のシルバー人材セン
ターの皆さんのように、明るい服装であれば、夕暮れ時で
もドライバーが発見しやすくなります。
　防災安全課でも、希望者に反射バンドや反射タスキを配
布しておりますので、交通安全対策にぜひお役立てくださ
い。

　防災広場において、幸田町消防団観閲式が行われました。
　観閲式では、消防団員が一堂に会し、人員および機械器
具の観閲を受けました。この日のために一致団結し訓練を
重ねた規律厳正なる部隊訓練と消防技術を、会場に訪れた
多くの町民の皆さんに披露することができました。
　式典では、これまでの地域貢献に対し、消防功労者など
の各種表彰を行い、真剣な眼差しで表彰状を受け取る団員
は一様に自信に満ち溢れていました。
　消防団は、一緒に活躍してくれる人を募集しています。
興味のある人は、地域の消防団または消防本部まで連絡く
ださい。

　芦谷公民館で町生活学校の主催によるかかし制作が行わ
れました。かかし制作は10年ほど前から行われており、今
年は参加者ら15人で16体制作されました。かかしは持ち
寄られた古着で制作されるため、コーディネートなどで制
作者の個性が表れ、中にはキャラクターのかかしもありま
した。完成したかかしは、地域の見守りのために芦谷公民
館付近の畑に飾られました。

９/28

９/24

９/29

右：分列行進で部隊を引率する稲吉消防団長

かかし制作者の皆さん

相見駅付近で啓発活動中

んなで守ろう交通ルール
シルバー人材センター会員による交通安全啓発活動

み

域防災の要　幸田町消防団

域のために心を込めて

令和５年度幸田町消防団観閲式

幸田町生活学校　かかし制作

地

地

身近な情報を広報へ
情報提供は
こちらから

広報直通ダイヤル（0564）63-5132／FAX（0564）63-5139
メール：kikakujoho@town.kota.lg.jp
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